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【都市整備課所管 再評価審議資料】 
 

 

 

○ 再評価対象箇所一覧表 

 

 

○平成２９年度 再評価実施箇所 

街路事業 

 ６）（都）大野揖斐川線 相羽工区 

 ７）（都）広見宮前線 

 ８）（都）長良糸貫線 三橋工区 

 

 

 

・・・ｐ１ 
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・・・ｐ３８～５３ 

 



平成２９年度　再評価対象箇所一覧表　　１０月２７日審議箇所

［ 都市建築部　都市整備課 ］

経過年数

（百万円） （百万円） （％） (H28.3現在)

用地補償費 用地補償費 用地補償費

(km) (km) 工事費等 工事費等 工事費等

1,310 384 29.3% 4.4

529 245 46.3% （　－　）

781 139 17.8%

854 630 73.8% 1.9

638 533 83.5% （　－　）

216 97 44.9%

857 602 70.2% 1.2

497 459 92.4% （　－　）

360 143 39.7%

費用対効果分析：（　）は前回再評価時の投資効果率

政策との
位置付け

都市の骨格を
形成する街路
事業の推進

都市の骨格を
形成する街路
事業の推進

都市の骨格を
形成する街路
事業の推進

継続
現場発生土
の有効活用

関連事業の
進捗状況

騒音の低減
地下水の涵
養

-

駅前の再整
備、企業誘致
による交通需
要の増加。
地元は事業の
継続、早期完
成を要望。

番号 事業名 路線・河川名 市町村名

6 街路事業 (都)大野揖斐川線

継続

継続

環境保全型
材料の活用

騒音の低減
地下水の涵
養

事業費縮減
費用対効
果分析

対応方針
（案）

特記事
項

他現場発生
土の有効活
用

現場発生土
の有効活用

環境との調
和への配慮

事項

H33 5

進捗率全体事業費 実施済み額

0.0% -

地域の経済活
性化を支援。
地元は事業の
継続、早期完
成を要望。

社会経済情勢
等の変化及び
地元の意向

採択
年度

完了
予定
年度

事　業　概　要

1.08

全体事業量

0.00

実施済事業
量

事   業
実施率

H24大野町

街路事業 (都)広見宮前線

5本巣市 0.0%0.49 0.00H24 H32

7

8

可児市 H24 H31

街路事業
(都)長良糸貫線

三橋工区
-

東海環状自動
車道西回り
ルートの整備
に合わせた事
業の推進。
地元は事業の
継続、早期完
成を要望。

0.36 0.00 0.0% 5

1



平成２９年度 再評価対象地区に係る事業制度・費用対効果の分析について 
 

課名 都市整備課 

 

○ 

事 

業 

制 

度 

に 

つ 

い 

て 

事 業 名 街路事業 

事業目的 
都市における円滑な交通の確保、豊かな公共空間を備えた良好な市街地の形成

を図り、安全で快適な都市生活と機能的な都市活動に寄与すること 

採択基準 

・地域住民の日常生活の安全性若しくは利便性の向上を図るために必要であ

り、又は快適な生活環境の確保若しくは地域の活力の創造に資すると認めら

れるものであること。 

・公共施設その他の公益的施設の整備、管理若しくは運営に関連して、又は地

域の自然的若しくは社会的な特性に即して行われるものであること。 

概      要 

(メニュー) 

 都市計画決定された道路（都市計画道路）を整備する事業で「都市計画法」

に基づき、主に既成市街地（用途区域）内において実施する次のもの。 

・都市計画道路の拡幅や線形改良またはバイパス等の建設 

・鉄道の連続及び単独の立体交差化（踏切除却など） 

・交通結節点整備（駅または駅前広場など） 

・電線類の地中化（電線共同溝など） 

○ 

費 

用 

対 

効 

果 

の 

分 

析 

に 

つ 

い 

て 

 

＊ 

費 

用 

便 

益 

B/C 

＊ 

効
果
の
項
目 

う
ち
貨
幣
換
算
す
る
項
目
《
Ｂ
》 

・走行時間短縮便益 

道路の整備・改良が行われない場合の総走行時間費用から、道路の整備・
改良が行われる場合の総走行時間費用を減じた差 

・走行経費減少便益 

道路の整備・改良が行われない場合の走行経費から、道路の整備・改良が
行われる場合の走行経費を減じた差 

・交通事故減少便益 

道路の整備・改良が行われない場合の交通事故による社会的損失から、道

路の整備・改良が行われる場合の交通事故による社会的損失を減じた差 

そ
の
他
項
目 

 

費
用
《
Ｃ
》
の
算
定 

費用の算定＝道路整備に要する事業費＋維持管理に要する費用 

ここで、道路整備に要する事業費とは工事費、用地費、補償費、間接経費である。 

費用及び便益の前提 

 ・検討年数：５０年（道路施設の耐用年数等を考慮して設定） 

 ・基準年次：評価時点 

 ・社会的割引：４％（国債等の実質利回りを参考値として設定） 

費
用
便
益
比
の 

基
準 

 

費用便益比（Ｂ／Ｃ）が１．０以上 
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平成２９年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 都市整備課 〕 

番   号 ６ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

街路事業 

（都市計画道路 大野揖斐川線 相羽工区） 

事業実施  

箇    所 

揖斐郡
い び ぐ ん

大野町
おおのちょう

相羽
あ い ば

 

～揖斐郡
い び ぐ ん

大野町
おおのちょう

六里
ろ く り

 
事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成２４年度 完了予定年度 平成３３年度 

 再評価の実施基準 事業着手年度から５年間が経過した時点で継続中の事業（経過措置） 

 事業目的  

(都)大野揖斐川線は、(国)303号と揖斐郡大野町相羽地内で接続し、揖斐郡揖斐川町までを結ぶ延長

約9.1kmの幹線道路であり、大野町都市計画マスタープランでは、大野町と周辺都市および町内各地域

を結ぶ機能を有する都市連携軸を形成する路線として位置付けられている。 

本事業はこのうち、揖斐郡大野町相羽から揖斐郡大野町六里に至る延長約1.1kmを整備するものであ

り、東海環状自動車道とのアクセス向上、並行する(国)303号の混雑緩和による円滑な交通の確保、安

全で快適な歩行空間の確保、災害時に有効に機能するネットワークの確保を目的としている。 

 事業概要  

事業延長：１，０８２ｍ    車道幅員：３．２５ｍ×２車線 

歩道幅員：３．５０ｍ（両側） 

 概 要 図  
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事業再評価 

都市計画道路 大野揖斐川線 

平成２９年１０月 

都市建築部 都市整備課 

相羽工区 

街路事業 

4



1 

政策との位置づけ 

長期構想における政策の方向性に沿って、地域と協働し、個性や資源
を活かした『住みたい、訪れたい、魅力あふれるまちづくり』を目標
とする。 

都市機能の集約化、円滑な都市交通の確保など、人口減少時代に対応
した拠点性の高い、にぎわいあふれるまちづくりを進める。 

○都市の道路交通の円滑化 
 ・都市の骨格を形成する街路事業の推進 
○拠点性の高い都市の形成 
 ・都市機能の集約化を図る市街地整備への支援 
 ・地域の特性を生かした個性あふれるまちづくりの支援 

主要施策 

5



位 置 図  

2 

都市計画道路 大野揖斐川線 
相羽工区 L=1,082m 

（都）大野揖斐川線 L=9,140m 

 266 

 265  417 

 32 

 303 

都市計画道路 大野揖斐川線について 

 路線延長 ： ９，１４０ｍ 

 改良率   ： ０％ 

（仮称） 
大野・神戸IC 

（仮称） 
糸貫IC 

 都市計画道路   

 

 

    一般国道 
    主要地方道 
    一般県道 未改良 

事業区間 

改良済 

 78 

（
主
）
岐
阜
巣
南
大
野
線 

都市計画道路 大野揖斐川線 
相羽工区 L=1,082m 

6



3 

 78 

起
点 

揖
斐
郡
大
野
町
相
羽 

終
点 

揖
斐
郡
大
野
町
六
里 

都市計画道路 大野揖斐川線 
相羽工区 L=1,082m 

（主
）岐
阜
巣
南
大
野
線 

大野町立東小学校 

写真① 

写真② 

撮影：平成29年9月4日 

撮影：平成29年9月4日 

至 

滋
賀
県
米
原
市 

至 

本
巣
市
屋
井 

路 線 の 概 要  

■本整備区間は、(都)大野揖斐川線の一部であり、平成24年度より事業着手している。 

■大野町と周辺都市および町内各地域を結ぶ機能を有し、都市連携軸を形成する本路線
の整備が望まれている。 

写真① 写真② 

 303 

 303 

 266 

 都市計画道路   

 

 

    一般国道 
    主要地方道 
    一般県道 

未改良 

事業区間 

改良済 

7



4 

事 業 概 要 

◆起 終 点：揖斐郡大野町相羽～揖斐郡大野町六里 

◆全体延長：１，０８２ｍ 

◆総事業費：１３．１億円 

◆事業着手：平成２４年度 

◆完成予定：平成３３年度 

◆幅    員：車道 ３．２５ｍ×２車線 

     ：歩道 ３．５ｍ（両側） 

◆道路規格：第３種第２級 

い び     おお の         あい ば   

標準横断図 

18.00 

（車道） （歩道） （車道） 

0.75 3.25 3.25 0.75 3.50 1.50 
（施
設
帯
） 

1.50 

（歩道） 

3.50 
（路
肩
） 

（施
設
帯
） 

（路
肩
） 

い び     おお の          ろく り   

8



周 辺 環 境 ① 

5 

◆大野町都市計画マスタープランでの位置付け 
 

■相羽地区の課題 
 ・都市および地域連携道路の整備促進と 

適正な維持管理に基づく利便性の向上。 
 ・生活道の狭あい部の線形改良等による 

通勤・通学等の利便性の向上が必要。 

■住民ニーズ 
 ・交通状況については、「通勤・通学の 

利便性」や「公共交通機関の利便性」の
向上に関するニーズが高い。 

■本路線の位置付け 
 ・整備の推進により、大野町と周辺都市 

および町内各地域を結ぶ機能を有する 
都市連携軸を形成。 

※大野町都市計画マスタープラン（H29.9月） 

相羽地区 

相羽地区 

※大野町都市計画マスタープラン（H29.9月） 
9



本巣市役所 

周 辺 環 境 ② 

6 

■地域の主要幹線道路である国道303号は、沿道の発展に伴い交通量が増加。 

■東海環状自動車道の整備が進展し、大野・神戸IC（仮称）が平成31年度に開通見込み。 

■「屋井工業団地」が当該道路の沿線に立地し、分譲販売開始後、年々分譲率が増加。 

 都市計画道路   

 

 

    一般国道 
    主要地方道 
    一般県道 

未改良 

事業区間 

改良済 

 266 

 265 

 417 
 32 

 303 

（仮称） 
糸貫IC 

 78 

（主
）岐
阜
巣
南
大
野
線 

揖斐川町役場 

 303 

（都）大野揖斐川線 L=9,140m 

屋井工業団地 

写真① 

≪Ａ－Ａ断面交通量の推移≫ 

（都）大野揖斐川線 
相羽工区 

1 

２ 

３ 

４ 

Ａ 

池田町役場 

平成31年度 
開通見通し 

白鳥工業団地 

池田グリーン 
ハイテクノパーク 

段貝籠工業団地 
・北部工業団地 

撮影：平成29年7月13日 

写真① 

国道303号の沿線には 
多くの商業施設が立地 

Ａ 

④（主）岐阜関ヶ原線 ③（県）北方真正大野線 

②国道303号 ①（県）中之元古川線 

200176

39
38

131
128

19
21

0

100

200

300

400

500

H27H22

交
通
量
（百
台/

日
）

362 388 

断面交通量が 
約１割増加 

出典：交通量 道路交通センサス 
   （平成22年度、平成27年度） 

大野町役場 

一般国道303号 混雑度：1.58 
出典：混雑度 道路交通センサス 
    （平成27年度） （仮称）大野・神戸IC 

10



◆東海環状自動車道とのアクセス向上 
 

7 

事 業 の 目 的 ①  

■東海環状自動車道（西回り区間）の整備が進展し、大野・神戸IC（仮称）～大垣西IC
間が平成31年度に開通する見込み。 

■（都）大野揖斐川線 相羽工区は、揖斐川町・大野町の市街地と、東海環状自動車道
（仮称）大野・神戸IC、（仮称）糸貫ICを結ぶアクセス道路として機能。 

 266 

 265 

 417 
 32 

 303 

（仮称）大野・神戸IC 

（仮称） 
糸貫IC 

 都市計画道路   

 

 

    一般国道 
    主要地方道 
    一般県道 

未改良 

事業区間 

改良済 

 78 

（主
）岐
阜
巣
南
大
野
線 

（都）大野揖斐川線 
相羽工区 
L=1,082m 

揖斐川町役場 

池田町役場 

大野町役場 

本巣市役所 

 303 

（都）大野揖斐川線 L=9,140m 

平成31年度 
開通見通し 

東海環状自動車道 
（仮称）大野・神戸IC～大垣西IC
が平成31年度に開通を予定され
ており、今後も整備が進められる 

周辺地域と東海環状自動車道を
結ぶアクセス路線として、国との
足並みを揃えた整備が必要 

11



◆並行路線の混雑緩和・円滑な交通の確保 

8 

事 業 の 目 的 ②  

■地域の主要幹線道路である国道303号は沿道が発展し、交通量も増加している。 

 特に三水川を渡河する幹線道路として交通が集中し、朝夕を中心に渋滞が発生。 

■（都）大野揖斐川線の整備により交通が分散し、国道303号の混雑が緩和。 

 266 

 265 

 417 

 32 

 303 

 都市計画道路   

 

 

    一般国道 
    主要地方道 
    一般県道 

未改良 

事業区間 

改良済 

 78 

（都）大野揖斐川線 
相羽工区 

 303 

（都）大野揖斐川線 L=9,140m 

写真① 
写真③ 

写真② 

写真① 

本工区の整備により、 
渡河断面が増加し交通が分散 
（バイパス機能を発揮） 

出勤・帰宅時間帯には 
交通が集中し、交通混雑が発生 

出勤時間帯の渋滞に 
巻き込まれる路線バス 

撮影：平成29年9月4日 

撮影：平成29年9月4日 

撮影：平成29年9月4日 

75 
（131） 
[-43%] 

000 
（000） 
[-00%] 

交通量（百台／日） 

:①H42将来 
:②H27センサス 
:③増減率 
 （＝（①－②）／②） 

94 
（未開通） 

[--%] 

並行区間の 
交通量が 
約５割減少 

○交通の円滑化 
 
 
 
 （都）大野揖斐川線 

131百台／日 

0百台／日 

（国）303号 

Ｈ２７センサス 

75百台／日 

94百台／日 

Ｈ４２（整備あり） 

12



◆安全で安心な快適な歩行空間の確保 

9 

事 業 の 目 的 ③  

■事業区間周辺の三水川の渡河部は、幅員が狭く、歩道が設置されていない橋梁が通学
路に指定されているため、早急な整備が求められている。 

■（都）大野揖斐川線の整備により、安全で快適な歩行空間を確保。 

大野町立 
東小学校 

大野町立 
大野小学校 

大野町立 
大野中学校 

    小学校通学路 
    中学校通学路 
    小中重複通学路 

 266 

 303 

 78 

 303 

写真① 

写真② 

写真③ 

（都）大野揖斐川線 相羽工区 

本工区の整備により、歩道幅員が 
十分に確保された渡河部が追加 

 303 
 都市計画道路   

 

 未改良 

事業区間 

改良済 

写真③ 

写真② 

写真① 

撮影：平成29年10月2日 

撮影：平成29年10月2日 

撮影：平成29年10月2日 13



◆災害時に有効に機能するネットワークの確保 
 

10 

事 業 の 目 的 ④  

■（都）大野揖斐川線 相羽工区は、第２次緊急輸送道路に指定。 

■「災害時応急対策用資機材備蓄拠点：（揖斐拠点）」が（都）大野揖斐川線の沿線に 

 整備。道路整備により、今後想定される大規模な自然災害発生時の応急対策を支援 

【第２次緊急輸送道路の整備基準】 
原則車線数２以上であること。 
ただし、２車線が確保できない区間においては、待避
所等があること。 
待避所等の相互間の距離は３００ｍ以内を基本とす
るが、当面の間、５００ｍ以内とする。 

出典：岐阜県緊急輸送道路ネットワークについて（岐阜県HP） 

【災害時応急対策用資機材備蓄拠点】 
道路等の公共土木施設の応急対策に必要な 
資機材を調達し、備蓄する拠点 

出典：岐阜県発表資料「災害時応急対策用資機材備蓄拠点の運用開始について」 
（平成29年8月28日（月）発表） 

＜備蓄する主な資機材＞大型土のう袋、ブルーシート、 
連節ブロック、根固ブロック、袋詰玉石、発電機、投光機 等 

（都）大野揖斐川線 

（都）大野揖斐川線 
相羽工区 

（仮称） 
大野・神戸IC 

（仮称） 
糸貫IC 

 266 

 417 

災害時応急対策用 
資機材備蓄拠点 
【揖斐拠点】 

 303 

 303 

H 

H 

H 

H 

 303 

H 

  〈第２次防災拠点〉 

地方公共団体（市町村庁舎） 
地方公共団体 現地機関 
防災拠点（道の駅） 
警察署等 
消防 
災害医療拠点 
ヘリポート（防災ヘリ） 
 

広域避難地 

 

  〈第３次防災拠点〉 

H 

＜凡例＞ 

   第２次緊急輸送道路 

   第３次緊急輸送道路 

道の駅 
（広域防災拠点の指定予定） 14



費 用 対 効 果 分 析 

事業の効果 

 ●走行時間短縮便益 ･･････ 効果全体の約９４％ 

 ●走行経費減少便益 ･･････ 効果全体の約 ４％ 

 ●交通事故減少便益 ･･････ 効果全体の約 ２％   

※費用便益分析マニュアル（国土交通省H20.11）に基づき算出 

  投資的効果率 

＝   ４．４ 

11 

総便益（Ｂ) 

総費用（Ｃ) 

15



事業を巡る社会経済情勢等の変化 

◆地域の経済活性化を支援 

12 

■当該事業の沿線地域に立地する「屋井工業団地」は、分譲販売開始後、 

 年々分譲率が増加。道路整備により、周辺地域の経済活性化を支援。 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

86％ 
71％ 

29％ 29％ 14％ 0％ 

分譲率86％ 
（残り１区画） 

東海環状自動車道 
大垣西IC～養老JCT 

開通（H24.9.15）    分譲率（契約済） 

出典：東海環状自動車道のストック 効果 企業活動の向上（東海環状地域整備推進協議会） 

※分譲率は、総区画数に対する契約済み区画数の比率 

部分開通後 
分譲率が大きく増加 

分譲地 
販売開始 

（H20年４月 

■屋井工業団地の分譲率推移 

 266 

 265 

 417  32 

 303 

 都市計画道路   

 

 

    一般国道 
    主要地方道 
    一般県道 未改良 

事業区間 

改良済 

 78 

屋井工業団地 

（都）大野揖斐川線 

（都）大野揖斐川線 
相羽工区 

16



起
点 

揖
斐
郡
大
野
町
相
羽 

終
点 

揖
斐
郡
大
野
町
六
里 

都市計画道路 大野揖斐川線 
相羽工区 L=1,082m 

（主
）岐
阜
巣
南
大
野
線 

 303 

 78 

大野町立東小学校 

写真① 写真② 

写真① 

写真② 

撮影：平成29年9月4日 

撮影：平成29年9月4日 

至 

滋
賀
県
米
原
市 

至 

本
巣
市
屋
井 

 303 

事 業 の 進 捗 状 況 

全体進捗率 ２９％※ 

※ 平成28年度末事業費ベース 

※ 

13 

 都市計画道路   

 

 

    一般国道 
    主要地方道 
    一般県道 未改良 

事業区間 

改良済 

写真③ 

写真③ 

撮影：平成29年10月2日 

工事進捗率 １７％※ 用地補償進捗率４６％※ 

17



コ ス ト 縮 減 の 取 り 組 み 

■他工事で発生した土砂、Ｖ＝約１５，０００ｍ3を 

  盛土部に有効利用 

◆盛土材の有効利用 

盛土材（約1.5万㎥）について 
他工事からの発生土を活用 

盛土材購入費用 

約7,500万円のコスト縮減 
他工事 

本事業の盛土材に有効利用 

14 

 約７．５千万円のコスト縮減  

他工事で発生した土砂 

本工事 

18



環 境 面 へ の 配 慮 

◆排水性舗装(車道)と透水性舗装(歩道)の使用 

■排水性舗装(車道) 

 ・車両の走行に伴う騒音を低減 

 （ハイドロプレーニング減少の防止、水しぶき等の緩和・視認性の向上にもつながる） 

■透水性舗装(歩道) 

 ・雨水が直接地中内部に浸透 → 地下水の涵養 

不透水層 

不透水層 不透水層 

透水層 

透水層 

透水層 

通常舗装 透水性舗装
(歩道) 

排水性舗装 
(車道) 

表層 

基層 

路盤 

排出 

排出 

浸
透 

浸
透 

浸
透 

14 
19



 対 応 方 針 （案） 

＝事業継続＝ 

・東海環状自動車道へのアクセス向上 

・並行路線の混雑緩和、円滑な交通の確保 

・安全で快適な歩行空間の確保 

・災害時に有効に機能するネットワークの確保 

16 

（都）大野揖斐川線 相羽工区の整備は 

 地元から事業の継続、早期完成の強い要望がある。 

20



 

 

平成２９年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 都市整備課 〕 

番  号 
７ 

 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

街路事業 

 都市計画道路 広見宮前線 

事業実施  

箇    所 

可児市
か に し

下恵土
し も え ど

豊田
と よ た

 

～可児市
か に し

下恵土
し も え ど

宮前
みやまえ

 
事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成２４年度 完了予定年度 平成３１年度 

 再評価の実施基準 事業着手年度から5年間が経過した時点で継続中の事業（経過措置） 

 事業目的  

(都)広見宮前線は、可児市中心部に位置する延長1.2kmの都市計画道路であり、可児市西部における

主要な道路である(国)248号と中心市街地を結ぶ幹線道路である。また、可児市都市計画マスタープラ

ンでは、市街地環状線の一部を担う路線として位置づけられている。本事業はこのうち、名鉄新可児駅

、ＪＲ可児駅の南側に位置する0.36km区間の整備であり、都市機能の連携を強化するネットワークの形

成、災害時に有効に機能するネットワークの確保、歩道の設置による安全で円滑な歩行空間の確保を目

的としている。 

 事業概要  

事業延長：Ｌ＝３６０ｍ 車道幅員：３．００ｍ×２車線 交差点部：３.００ｍ×３車線 

            歩道幅員：４．００ｍ（両側） 交差点部：３.２５ｍ（両側） 

概 要 図  

 

 

21
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1 

政策との位置づけ 

長期構想における政策の方向性のひとつである『新たな「成長・雇用戦略」の展
開』に沿って、『にぎわいあふれるまちづくり』を目標とする。 

集約型都市構造の構築を目指すなど、人口減少に対応した拠点性の高い、にぎ
わいあふれるまちづくりを進める。 

○都市の道路交通の円滑化 
  ・都市の骨格を形成する街路事業の推進 
○拠点性の高い年の形成 
 ・都市機能の集約化を図る市街地整備への支援 
 ・地域の特性を活かした個性あふれるまちづくりへの支援 

主要施策 

23



可児御嵩ＩＣ 

21 

21 

（都）広見宮前線 事業延長 
L=0.36km  

（都）広見宮前線 路線延長 
L=1.20km  

2 

位  置  図  ① 

248 

21 

21 

248 

至 土岐市 

至 多治見市 

84 

84 

83 

381 

122 

341 122 

64 

21 

：広見宮前線（改良済） 

：整備箇所 

：県道84号土岐可児線 

※広見宮前線を含む県道 

：広見宮前線（未改良） 

※一部、改良済区間に含む。 改良済の 
延長は、事業費ベースの進捗率から算出。 

（主）土岐可児線 

（一）可児駅 
停車場線 

363 

24



（都）広見宮前線 事業延長 
L=0.36km 

起点：可児市下恵土豊田 終点：可児市下恵土宮前 

写真① 写真② 
写真③ 

84 

至 国道248号 

至 土岐市 84 

3 

位  置  図  ② 

写真① 

写真② 

写真③ 

：広見宮前線（未改良） 

：整備箇所 

：広見宮前線（改良済） 

（都）広見宮前線 改良済延長 
L=0.41km 

※改良済み区間について：改良済みの延長(0.63km)は、「岐阜県の都市計画 資料編(H29.3)」に 

                 基づく。延長は、実際に改良済みである延長 0.41kmに、今回 計画 

                                         の延長 0.36kmに事業費ベース（H27.3時点）での進捗率を乗算 し、 

                                         算出した改良済仮延長 0.22kmを加えた値である。 
25



500 3000 3000

18000

3250
500

500 3250
500

3000
500左折直進用 右折用

1500 3000 3000 1500

18000

4000
500 500

4000

◆起 終 点：可児市下恵土豊田～可児市下恵土宮前 

◆全体延長：３６０ｍ 

◆総事業費：８．５億円 

◆事業着手：平成２４年度 

◆完成予定：平成３１年度 

◆幅  員：車道３.００ｍ×２車線 交差点部×３車線  

      歩道４.００ｍ（両側） 交差点部３.２５ｍ(両側) 

◆道路規格：第４種第２級 

か に  し しも え  ど  とよ た 

4 

か に  し しも え  ど みやまえ 

【標準部】 

事   業   概   要 

標準横断図 

【交差点部】 

26



可児市マスタープランによる当路線の位置付け 

5 

■当路線周辺は、市役所やＪＲや名鉄の駅などが立地する都市機能集積エリアとして位置づけ。 

■当路線は「市街地環状線として通過交通を迂回分散させるとともに、都市機能集積エリアへの 

 アクセス性を強化する路線」として位置づけ。 

■既存の都市機能の連携、新たな商業・業務機能の集積による求心性の向上、円滑な自動車交
通を推進する。 

■近隣には可児工業団地、二野工業団地、可児駅周辺の商業系ゾーンが立地。 

周  辺  環  境  ① 

都市機能集積エリア 

可児市役所 

可児警察署 

可児市文化 

創造センター 

名鉄 

日本ライン今渡駅 

名鉄新可児駅 

ＪＲ可児駅 

整備箇所 

可児工業団地 
二野工業団地 

：市街地環状線 

：都市機能集積エリア 

27



6 

周  辺  環  境  ② 

■可児市により土地区画整理事業、（都）可児駅前線、（都）今広東線の整備や可児駅周辺の再整
備（駅前広場、自由通路）が実施されており、駅利用者の増加が見込まれる。 

(都)可児駅前線 

(都)今広東線 

可児駅前広場 

名鉄新可児駅 
ＪＲ可児駅 

可児市役所 
122 

84 

363 

84 

122 

64 

当路線周辺の整備状況 

      ：土地区画整理事業   
      ：整備箇所 
      ：改良済 
      ：改良予定 

地域交流センター 

（主）土岐可児線 

（
主
）可
児
金
山
線 

28



248 

248 

21 

341 

381 

84 

84 
64 

363 

都市機能の連携を強化するネットワークの形成 

7 

■市と県が連携して駅前周辺を一体的に整備し、交通結節点機能を高める。 

■可児駅を中心に、可児市の各方面に向けたコミュニティバスが走行する路線としても都市機能の
連携に寄与する。 

■現道の１車線の狭小な道路を拡幅し、県道御嵩犬山線との交差点に右折レーンを設置して円滑
な交通を確保。 

■当該工区の整備により都市機能の連携が強化され、産業振興の推進が期待できる。 

事  業  の  目  的  ① 

写真①： 

写真②： 

新可児駅・可児駅 

可児工業団地 

二野工業団地 

可児市役所 

122 

至 多治見市 

至 美濃加茂市 

至 土岐市 

      商業系ゾーン  

      工業系ゾーン 

      対象路線 

      コミュニティバス 

      路線バス(民間) 

※「第二次可児市都市計画マスタープラン(平成28年12月)可児市 p.21」、 
  「国土数値情報 バスルート」< http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-N07.html>より作成 

可児市運動 
公園グランド 

花フェスタ 
記念公園 

29



248 

8 

【 災害時 】 

■（都）広見宮前線は第２次緊急輸送道路に指定 

【 緊急時 】 

■可茂消防事務組合南消防署の緊急車両出入り口に面する路線。 

■第2次救急医療機関が近隣に3箇所立地。 

災害・緊急時に有効に機能するネットワークの確保 

事  業  の  目  的  ② 

災害・緊急時に円滑に支援できる
信頼度の高い道路の構築のため
に、当該工区の整備が重要となる。 

写真①：緊急車両の出入り状況 

至 土岐市 

至 多治見市 

ふれあいパーク緑の丘 

可児市運動公園 

道の駅 可児ッテ 

     第1次緊急輸送道路      可茂消防事務組合南消防署 

     第2次緊急輸送道路      可児市水防センター 

     対象路線             第二次救急医療機関 

     救急車両想定移動ルート   広域避難所 

                        第1～3次避難所 

21 

122 
381 

84 

30



9 

■歩道は交差点付近を除き未整備であるため、早急な整備が求められている。 

■歩道整備後は、今渡南小学校の通学路として指定を予定している。 

 （可児市通学路交通安全プログラムにて） 

歩道の設置による安全で快適な歩行者空間の確保 

事  業  の  目  的  ③ 

整備後の路線イメージ 

◆車道両側に歩道4.0m 
  を確保し、通行人の安 
  全を確保 

※「今渡南小学校通学路資料(可児市)」より一部抜粋・加工 

      車道  

        歩道 

写真a 

写真①：危険箇所① 

写真②：危険箇所② 

写真a 

今渡南小学校 

写真③：自転車とのすれ違い 

：通学路 

：整備箇所 

：通学路（予定） 
※歩道整備後 
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  投資的効果率 

事業の効果 

 ●走行時間短縮便益 ･･････ 効果全体の約６６％ 

 ●走行経費減少便益 ･･････ 効果全体の約３２％ 

 ●交通事故減少便益 ･･････ 効果全体の約 ２％  

※費用便益分析マニュアル（国土交通省H20.11）に基づき算出 

総便益（Ｂ) 

総費用（Ｃ) 
＝ 

10 

 １．９ 

費  用  対  効  果  分  析 
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    ：二野工業団地～国道248号 
    ：可児駅～国道248号  

11 

事 業 を め ぐ る 社 会 経 済 情 勢 等 の 変 化 

・二野工業団地 

■可児駅東地区の再整備（交流センター.立体駐車場等）を実施（H26～H30）。 

■二野工業団地の整備により、企業の誘致を実施。 

■工場誘致で通勤や配送等による当該路線の交通需要が増加、駅前整備により駅利用者の増加
が見込まれる。 

「企業立地ガイド2017 (平成29年) 可児市 p.18 」より 

・可児駅前完成予想図 

「可児市HP 可児駅東土地区画整理事業 」 

(http://www.city.kani.lg.jp/2890.htm)より 

二野工業団地 

可児駅東地区 

可児工業団地 
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（都）広見宮前線 事業延長 
L=0.36km 

起点：可児市下恵土豊田 

終点：可児市下恵土宮前 

至 国道248号 

     ：整備箇所 

     ：拡幅部 

12 

全体進捗率 ７４％ 用地補償進捗率 ８４％ 工事進捗率 ４１％ 

※ 平成28年度末事業費ベース 

進   捗   状   況 

写真① 

写真② 写真① 

至 土岐市 

写真② 
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13 

■現場発生土の有効利用による処分費縮減 

当初：有料の残土処分場へ運搬し、適正処分の計画 

コ ス ト 縮 減 の 取 り 組 み 

約14百万円のコスト縮減 

見直後：近隣の工事へ工事間流用 

発生土を他事業で有効活用、残土処分費を縮減 

残土 
4,600m3 

× 
処理単価 

3,545円/m3 
＝ 

コスト縮減額 
約14百万円 

（ - 
運搬単価 
424円/m3 

） 
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■沿線の生活環境に配慮 

14 

◆車道に騒音低減効果のある排水性舗装を採用 

 （ハイドロプレーニング現象・水しぶきの防止、視認性の向上も期待） 

◆歩道に雨水を地中へ排水する透水性舗装を採用 

環 境 へ の 配 慮 

：不透水層 

排水 

排水性舗装 

排水 

通常舗装 

：透水層 

排水 

透水性舗装 

表層 

基層 

路盤 

騒音の低減 

路面雨水の迅速な排水 

路面雨水の迅速な排水 

車道 歩道 
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＝事業継続＝ 

○（都)広見宮前線の改良は、都市機能の連携の強化、幅員
狭小区間の解消や歩道の設置による円滑、安全な交通の
確保に大きく寄与する。 

○地元住民及び可児市から事業の継続、早期完成の強い要
望がある。 

15 

今   後   の   方   針 
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平成２９年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 都市整備課 〕 

番   号 ８ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

街路事業 

（都市計画道路 長良糸貫線 三橋工区） 

事業実施  

箇    所 

 本巣市
も と す し

見
み

延字
のべあざ

糸貫
いとぬき

川通
かわどおり

 

～同市
ど う し

三橋
みつはし

字
あざ

太
おお

田
た

 
事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成２４年度 完了予定年度 平成３２年度 

 再評価の実施基準 事業着手年度から５年間が経過した時点で継続中の事業（経過措置） 

 事業目的  

(都)長良糸貫線は、岐阜市北部から本巣市を結ぶ延長12.4kmの都市計画道路であり、本巣市を東西に

連絡する幹線道路として都市計画決定されている。当該地区は居住や産業等の都市活動を促進する地域

であり、本巣市都市計画マスタープランにおいて、本路線は都市活動を促進するための都市間連携軸と

して位置づけられている。 

本事業はそのうち、(国)157号と接続する0.49km区間の整備であり、(国)157号における道路事業との

一体整備により、東海環状自動車道とのアクセス向上や交通の円滑化などを目的としている。 

 事業概要  

計画延長 Ｌ＝４９０ｍ 

計画幅員 Ｗ＝２５．０ｍ（３．２５ｍ×４車線 両側３．００ｍ歩道設置） 

 概 要 図  
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都市計画道路 長良糸貫線 

三橋工区 

平成２９年１０月 

都市建築部 都市整備課 

事業再評価 

街路事業  
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政策との位置付け 

長期構想における政策の方向性に沿って、地域と協働し、個性や資源
を活かした『住みたい、訪れたい、魅力あふれるまちづくり』を目標
とする。 

都市機能の集約化、円滑な都市交通の確保など、人口減少時代に対応
した拠点性の高い、にぎわいあふれるまちづくりを進める。 

○都市の道路交通の円滑化 

 ・都市の骨格を形成する街路事業の推進 

○拠点性の高い都市の形成 

 ・都市機能の集約化を図る市街地整備への支援 

 ・地域の特性を生かした個性あふれるまちづくりへの支援 

主要施策 

40



位 置 図 ① 

2 

（高富IC） 

（岐阜IC） 

（大野神戸IC） 

関IC 

21 

258 

22 

美濃関JCT 

美濃IC 

岐阜各務原IC 

大垣西IC 

156 

至 郡上市 

至 一宮市 

至 

米
原
市 

至 桑名市 

（Ｃ）岐阜県 

関広見IC 

※カッコ書きのIC名は仮称 

（糸貫IC） 

都市計画道路 長良糸貫線について 

  路線延長  ： 12,400m 

  改良率    ：   31.2% 

  ＊平成29年3月31日 時点 

303 当該工区 

【整備状況】 
 
      概成済区間 
      事業区間 
      未改良区間 

（都）長良糸貫線 
延長：12,400m 

21 

至 

美
濃
加
茂
市 

（都）長良糸貫線 
三橋工区 
延長：490ｍ 
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Ｎ 

位 置 図 ② 

3 

起
点
：本
巣
市
三
橋 

終
点
：本
巣
市
三
橋 

（都）長良糸貫線 
三橋工区 
延長：490ｍ 

157 

至 

揖
斐
川
町 

至 大垣市 

至 

岐
阜
市 

写真② 写真③ 

（Ｃ）岐阜県 

写真① 

至 旧根尾村 

モレラ岐阜 

（一）屋井黒野線 
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周 辺 状 況 ① 

4 

（糸貫IC） 

至 山県市 

至 

揖
斐
川
町 

（都）長良糸貫線 
三橋工区 
延長：490ｍ 

至 大垣市 

至 

岐
阜
市 

糸
貫
駅 

（Ｃ）岐阜県 

Ｎ 

※カッコ書きのIC名は仮称 

至 旧根尾村 

（都）糸貫インター線 
延長：380ｍ 

本
巣
駅 

303 

303 

157 

157 

157 

大野町 
本巣市 

岐阜市 

屋井工業団地 

糸貫中学校 

席田小学校 

一色小学校 

土貴野小学校 

糸貫東幼児園 
モレラ岐阜 

糸貫西 
幼児園 

本巣保育園 

本巣市役所 
本庁舎 

本巣市役所 
糸貫分庁舎 

モ
レ
ラ
岐
阜
駅 

（一）屋井黒野線 
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5 

活力：本巣市都市計画マスタープランにおける位置づけ 

■東海環状自動車道 (仮)糸貫ＩＣとのアクセスや、隣接する都市 

 との連絡を担う動線としての機能 

■都市活動を促進するための、都市間連携軸として位置づけ 

周 辺 状 況 ② 

岐阜市 
郊外部 

（都）長良糸貫線 

（糸貫ＩＣ） 

○将来都市構造図 ○当該地区周辺の位置づけ 

都市活動調整ゾーン 

営農環境との調和に留意しつつ、 
生活利便性やまちの賑わいの向上 
に資する取り組みを推進する地域 

部分的に居住や産業等の都市活
動を優先させるゾーン 

当該路線を都市間連絡軸として 
位置づけ 

出典：本巣市都市計画マスタープラン（全体構想編） ※カッコ書きのIC名は仮称 
44



6 

事 業 概 要  

起 終 点：本巣市見延字糸貫川通～同市三橋字太田  

全体延長：４９０ｍ   

総事業費：８．６億円     

事業着手：平成２４年度   

完成予定：平成３２年度   

幅  員：車道 ３．２５ｍ×４車線 
    ：歩道 ３．００ｍ（両側） 

道路規格：第４種第１級 

標準横断図 

もと す   し   みのべ   あざ いとぬきかわどおり みつはし あざ  おおた 

45



事 業 の 目 的 ① 

7 

（仮）糸貫ＩＣ周辺地区における交通円滑化 

■東海環状自動車道(仮)糸貫ＩＣが計画区間周辺に開通予定。 

■ＩＣ利用により交通量増加が見込まれ、その対応が課題。 

■糸貫インター線及び長良糸貫線の一体整備により交差点交通を円滑化。 

157 

糸貫IC 糸
貫
駅 

モ
レ
ラ
岐
阜
駅 

（都）長良糸貫線 
三橋工区 
延長：490ｍ 

（都）糸貫インター線 

樽
見
鉄
道

 

至 

揖
斐
川
町 

至 大垣市 

至 

岐
阜
市 

写真① 

写
真
①

 

写真② 

（都）糸貫インター線の 
整備を推進 

東海環状自動車道 
通過予定箇所 

Ｎ 

（Ｃ）岐阜県 

至 旧根尾村 

※カッコ書きのIC名は仮称 

至 

（
大
野
神
戸
Ｉ
Ｃ
） 

至 （岐阜ＩＣ） 
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8 

安全で快適な歩行空間の確保 

■樽見鉄道 糸貫駅、モレラ駅へのアクセス性の向上 

■市民アンケートにおいて「安全施設整備」が重要であると回答 

■当該区間の整備により、周辺地区の安全・安心な歩行空間を確保 

○当該空間の現在の整備状況 

事 業 の 目 的 ② 

出典：本巣市都市計画マスタープラン 市民アンケート（H28.8） 

○市の道路・公園整備における重要点 

道路・公園の整備について、本巣市民は、 
「歩道やガードレールなど、交通安全施設の 
整備」が最も重要であると考えている 

写真 

歩道が未整備 
（東側区間） 

157 

（糸貫IC） 

糸
貫
駅 

樽
見
鉄
道

 

（Ｃ）岐阜県 

（都）長良糸貫線 
三橋工区 
延長：490ｍ 

Ｎ 
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9 

費 用 対 効 果 分 析 

  投資的効果率 

事業の効果 

 ●走行時間短縮便益 ･･････ 効果全体の約９６％ 

 ●走行経費減少便益 ･･････ 効果全体の約 ３％ 

 ●交通事故減少便益 ･･････ 効果全体の約 １％  

総便益（Ｂ） 

総費用（Ｃ） 
＝ １．２ 

※費用便益分析マニュアル（国土交通省H20.11）に基づき算出 
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10 

（高富IC） 

（岐阜IC） 

（糸貫IC） 

（大野神戸IC） 

（都）長良糸貫線 
三橋工区 
延長：490ｍ 

関IC 

21 
岐阜各務原IC 

大垣西IC 

至 一宮市 

関広見IC 

22 

258 

美濃IC 

美濃JCT 

156 

事業を巡る社会経済情勢等の変化 

活力：東海環状自動車道西回りの整備に合わせた事業の推進 

■全線開通を目標に東海環状自動車道西回りの整備が進められている 

■平成３１年度には大垣西～(仮)大野神戸ＩＣ、関広見～(仮)高富ＩＣが開通見通し 

■(仮)糸貫ＩＣのアクセス道路として国との足並みをそろえた整備が必要 

平成３１年度 
開通見通し 

平成３１年度 
開通見通し 

至 

関
ヶ
原
町 至 桑名市 

至 

美
濃
加
茂
市 

至 郡上市 

（Ｃ）岐阜県 ※カッコ書きのIC名は仮称 
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進 捗 状 況 

11 

工事進捗率 ２６％※ 用地補償進捗率９２％※ 全体進捗率 ７０％※ 

糸
貫
駅 

157 

（都）長良糸貫線 
三橋工区 
延長：490ｍ 

（一）屋井黒野線 

至 山県市 

至 

岐
阜
市 

樽
見
鉄
道

 

モ
レ
ラ
岐
阜
駅 

（糸貫IC） 

写真③ 写真② 写真① 

※平成28年度末事業費ベース 

（Ｃ）岐阜県 ※カッコ書きのIC名は仮称 
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12 

コ ス ト 縮 減 の 取 り 組 み 

◆建設発生土の活用、残土処分費削減によるコスト縮減 

約3,100m3の発生土を有効活用、残土処分費を縮減 

約２千万円のコスト縮減 

既設オープン水路を撤去した際の埋め戻しとして 
当該事業の工事における現場発生土を活用 

工事で発生した土 当該事業の 
工事に活用 
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環 境 面 へ の 配 慮  

13 

◆環境保全型材料の活用 

■糸貫橋の下部工工事に伴う護岸復旧に使用する材料として、環境保全型ブ
ロック積やかごマットを使用。 

■河川内の植生の回復や生態系の保全に配慮。 

環境保全型 
ブロック積を使用 

○かごマット設置 

かごマット 

○環境保全型ブロック積 

52



今 後 の 方 針 

＝事業継続＝ 

○都市計画道路 長良糸貫線三橋工区の完成は、
高速道路ＩＣへのアクセス向上や地域間の 

  広域道路網構築等、当地域の発展に大きく 

  寄与する。 

○地元住民及び関係市町から事業の継続、早期
完成の強い要望がある。 

14 
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